
 

【 能楽公演の報道取材に関するガイドライン 】 
 

報道関係者 各位 
 

この度は、能楽公演を広く社会に向けて報道頂く事につき、先ずは厚く御礼申し上げます。 

公益社団法人能楽協会は、全国のプロの能楽師によって構成される団体であり、能楽の 
振興、普及を第一義とし、能楽をより身近に感じられるための諸活動を広く行っています。 

また、近年では、著作権関連事業の一環として、優れた能楽の写真・映像等を保存し、  
それらの活発な利用推進を目的に、能楽実演ソフトの著作隣接権、肖像権などの権利処理を

より円滑に行えるよう積極的に対応致しております。 
尚、公演の撮影及び成果物の使用に際しては、以下の事項を遵守頂ければ幸甚ですので、

何卒ご理解の程、宜しくお願い申し上げます。 

今後とも能楽公演の普及、報道にご協力頂けますよう、重ねてお願い申し上げます。 

 

 

○取材・収録の際のご注意事項 
・フラッシュの使用、公演中の客席内での移動等はご遠慮下さい。 

・指定された場所以外での撮影はご遠慮下さい。 

・学校公演において、公演中の生徒・講師へのインタビュー等はご遠慮下さい。 

・主催者、会場、出演者の指示に従い、上演・観賞の妨げとならないよう、ご協力の程

お願い申し上げます。 

 

○撮影・録音・録画した写真・音源・映像のご使用について 
・貴社の取材に於ける該当公演の時事報道に限るものとさせて頂きます。但し、系列

会社の有線、無線テレビ、新聞、フリーペーパー、ラジオ、インターネットの報道を

含むものと致します。 

・複製、転用、転載は固くお断りしておりますので、ご使用の際はその旨必ず明記

下さい。 

・使用に際し、演目・流儀・演者名の順で、スペースのある限り、クレジット表記を 

 お願い申し上げます。 

 

○撮影・録音・録画した写真・音源・映像に関する禁止事項 
・〈申請書式Ｃ〉「報道取材に関する確認書」にて申請頂きました使用目的以外では、

ご使用頂けません。 

・二次利用は出来ませんので、予めご了承下さい。 

 

 

※ お問合せは、該当公演の主催者又は出演者へお願い致します。 
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＜申請書式　Ｃ＞　※時事報道用

① 収録担当者（記者・カメラマン）　記入欄　※該当項目䛾□に✔印をお付け下さい。

　□　名刺添付　　※ 本書式に名刺を添えてご提出下さい。

　部署名

　連絡先
  電話・E-mail

② 主催者／公演担当者 記入欄

■撮影・録音・録画に際して

Ⅰ.主催者/公演担当者䛿、収録担当者(記者・カメラマン)へ、｢能楽公演䛾報道取材に関するガイドライン｣をお渡し下さい。

公益社団法人能楽協会指定様式　20190401

　※能楽協会へ䛾提出䛿、協会指定䛾書式回収窓口（指定能楽堂）、又䛿能楽協会宛にご送付下さい。

Ⅲ.主催者/公演担当者䛿、②に記入䛾上、本書式（全て䛾添付物含む）一式を保管し、コピーを能楽協会にご提出下さい。

Ⅱ.収録担当者（記者・カメラマン）䛿、①に必要事項を記入䛾上で、必ず収録前にガイドラインをご一読下さい。

  「能楽公演の報道取材に関するガイドライン」を受領。全て了承の上、遵守致します。

　

　　　　　　　　　　　　　　　年　 　　　月　　  　　日     　　　　　　　　署名　：
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※自筆にてご署名下さい。

収録担当者

収録方法　

使用目的

　□　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　  公演日  ：             年　　　　　月　　　　日

    公演名　：

記入者名

　
　□　下記へ記入

　名前

該当公演情報

【注】チラシ又䛿当日プログラムを
必ず添付すること

　会社名

　□　写真撮影　　　　　　□　録音　　　　　　    　□　映像撮影

　□　新聞・雑誌　　　　　□　TVニュース　　　　　□  インターネット

報道取材に関する確認書


